
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

令和４年１月 

 ゆめさが大学佐賀校１０期１組 

「霊場探訪チーム」 



佐賀新四国八十八か所霊場巡りの作成に当たって 

 

日本最古の西国三十三観音霊場の創設は 7～8世紀にさかのぼると言われます。 

また、弘法大師への信心から大師ゆかりの地への巡拝が、四国において大師入定後まもなく 

始まったとされます。 

一般庶民の霊場巡りは江戸初期頃からとされていますが、遠い他国への巡拝は経費面等諸事情

でなかなか困難な面もあり、観音菩薩や弘法大師を模した霊場が全国各地に創設されました。

佐賀でも佐賀新四国八十八か所霊場巡りが明治 17年頃に創設されたとのこと。 

この外、不動霊場や薬師霊場、十二支霊場、七福神霊場なども全国各地であまねく創設され

ています。特に近年、このような霊場巡りが静かなブームとなっているように感じられますが、

多くの人々はどのような思いで霊場巡りに出向くのか、巡拝という行為によって身を清め、 

よりよい人生を得たいとの思いか、あるいは単に御朱印集めや観光を兼ねた行楽との面もある

かと思われますが、日常とは異なる聖なる空間を巡ることによって何か得ることがあるかも知

れません。 

また、寺院の境内には重要文化財などの歴史遺跡も多く、歴史散策ができるのも大きな魅力の

一つです。 



佐賀市中央部南（地図番号 緑色下部） 

 

44 大龍山 天祐寺 

  曹洞宗 

 佐賀市多布施 3-13-15 

佐賀工業高校南約３００ｍ、

1615 年、龍造寺高房を弔うた

め鍋島直茂が建立。近世佐賀を

代表する学者石井鶴山の菩提

寺。藩主ですら門前下馬の格式

が与えられた。佐賀城の支城の

役目を果たした。 

 

42 種福山 天徳寺 

  臨済宗南禅寺派 

 佐賀市伊勢町６－３２ 

日新小学校東約 400ｍ、 

１０５４年、後冷泉天皇の勅命

で太宰府天満宮の末寺として

鍋島町蛎久に建立。１５７４

年、鍋島直茂の命で現在地に移

設。佐賀のわらべ歌の寺として

有名。 

 

19 成就山 本願院 

  高野山真言宗 

 佐賀市伊勢町５－１８ 

日新小学校東約５００ｍ、高

野山金剛峯寺の鍋島坊本願院

別院として明治初頭に建立。本

堂正面に高野山護摩堂にあっ

た弘法大師尊像が安置。大師の

一代を描いた格子天井は参拝

者の眼をひく。 

57 妙見山慶正寺 本荘院 

  天台宗 

 佐賀市本庄町本庄１１４７ 

 市営バス本庄宮前バス停北

西約１００ｍ、創建は５００年

代半ばとされる。鍋島家累代の

祈願寺として保護された。四代

藩主吉茂の時に藩の方徐祈願

所のお守り授与の特権を与え

られたとされる。 

 

41 平安山 龍泰寺 

  曹洞宗 

 佐賀市赤松町２－４ 

１５６５年龍造寺隆信が建

立、寺号は龍造寺安泰に由来。

龍造寺家の墓所がある。 

中門前に大隈重信の墓、早稲田

大学の銘の石灯篭もある。 

 

56 大悲山 楊柳寺 

  曹洞宗 

 佐賀市西与賀町厘外７２０ 

県水産会館東約２００ｍ、１５

９９年藩祖鍋島直茂が朝鮮出

兵の後、大病に罹り楊柳観音に

平癒祈願したことに由来して

当地に伽藍を建立。爾来鍋島家

の歴代の精霊祭を司る。 

 

55 天性山 長勝寺 

  曹洞宗 

 佐賀市西与賀町厘外 1281 

西与賀小学校北６００ｍ、明

治５年頃の相隣和尚による開

山。龍泰寺が本寺。本堂左前に

江戸末期の地元庄屋で村内防

疫に尽力し、副島種臣の長崎遊

学費用を援助した平山栄十翁

の墓碑がある。 

 
43 医王山 瑞應寺 

  臨済宗南禅寺派 

 佐賀市本庄町本庄１７３ 

佐賀県警南署北約３００ｍ、

龍造寺家氏の開基。その子で１

４代当主康家の第６子富春和

尚が隠居したのが当寺の始ま

り。境内に隆信の佐賀城奪還に

功績のあった家臣福地一門の

墓碑がある。 

 



佐賀市中央部南（地図番号 緑色下部） 

45 宝珠山 観音寺 

  曹洞宗 

 佐賀市本庄町本庄１２３ 

城南中学校南西約５００ｍ、

１４３１年で始まる案内板があ

るが、解読不能。本尊は行基作

の「如意輪観音」という。戦乱

で無住となっていたが１６２０

年頃に開運和尚が現在地に移し

たとされる。 

 

54 福聚山 海蔵寺 

  曹洞宗 

 佐賀市西与賀町今津１１０ 

西与賀小学校北東約６００

ｍ、本堂左側一室には八十八か

所巡りの札所や遍路を描いた畳

一枚くらいの絵図が掲げられて

おり、御朱印も保管されていた。

近くに「今津湊渡し場跡」の石

碑。 

 

53 大宝山 円光院 

曹洞宗 

佐賀市西与賀町今津乙７５ 

西与賀小学校北西約４００

ｍ、本尊は千手観世音菩薩。

1617年の創建、龍泰寺の末寺。

境内には延命地蔵尊を祀る地蔵

堂があり、祈願絵馬が３０枚ほ

ど奉納。本庄江から有明海に出

る船着き場。 

 
26 海雲山 泊舟院 

  曹洞宗  

佐賀市西与賀町高太郎 467-1 

市立野球場南東約５００ｍ、

１５９８年龍泰寺三世により開

山。以前は天台宗若しくは真言

宗と言われる。寺院名は相応津

の船着き場の宿泊所に由来。境

内東側に弘法大師を祀る大師堂

がある。 

46 心月山 福林寺 

  曹洞宗 

 佐賀市本庄町鹿子４６ 

 本庄小学校南１㎞、１５５３

年の龍造寺隆信の佐賀城奪還に

寄与。１５９６年頃に慶誾寺三

世文応全藝が開山し、曹洞宗慶

誾寺の末寺とした。享保年間造

立の地蔵が祀られている。 

47 松林山 西光寺 

  浄土宗 

 佐賀市本庄町末次９０９ 

 本庄小学校南東約１キロ、約

６００年前の開山とされる。山

門右側の大師堂には４７番札所

の札が掲げてある。 

 佐賀の役で戦死した島義勇の

次弟重松基吉の墓と石碑があ

る。 

 

48 淨地山 安養寺       

  曹洞宗 

佐賀市本庄町末次 964 

 空港通りイオン西約４００

ｍ、寛永年間（１６３０年頃）

に慶誾寺４世禅室栄林和尚が隠

居寺として開基したとされる。  

49 福聚山 円通寺 

  曹洞宗 

 佐賀市東与賀町下古賀 391 

イオン南西約１㎞、２代藩主

鍋島光茂による開基、開山は一

桂懐芳とされる。山門左側に四

国の金毘羅神社が併祀されてお

り、神仏混淆時代の名残。 

 



佐賀市中央部南（地図番号 緑色下部） 

50 地福山 栄蔵寺 

曹洞宗 

佐賀市東与賀町田中８ 

 

県道東与賀線 JA 給油所北約

４００m、１５８２年慶誾寺三

世文応全藝の創建。慶誾寺より

寄進された十六羅漢（木造）が

ある。日清戦争の勇敢なる水兵

として有名な三浦虎次郎の記念

碑が聳え立つ。 

 
52 観音堂跡 

 佐賀市西与賀町高太郎 

 丸目公民館すぐ東側、現在は

仏像と墓石だけが残されてい

る。 

 

13 大師堂 

  佐賀市開成３－３－１ 

 １３番札所の札が 

掲げられている。 

20 大師堂 

  佐賀市駅南本町 

 

 

 

廃寺 

（現在は駐車場、寺の痕跡は 

残されていない。） 

 

 

 

21 大願院 

  佐賀市伊勢町 

伊勢町にあったされるが 

所在不明 

 

  

 



佐賀市南東部（地図番号 黄色右側） 

 

18 阿遮山 清心院 

  高野山真言宗 

 佐賀市大財２－４－５ 

循誘小学校すぐ北側、龍造寺

１５代胤家の居館を子の斎亮

に譲った。斎亮は仏を深く信

じ、修行して僧となり清心院と

称した。佐賀城の鬼門の位置に

あり、天祐寺とともに出城の役

目を果たした。 

 

22 正覺山 宗眼寺 

  曹洞宗 

 佐賀市蓮池町蓮池西名 386 

 蓮池郵便局西約５００ｍ、１

６６９年に没した蓮池藩初代

藩主鍋島直澄を葬ったのが起

源とされ、蓮池藩累代の菩提寺

である。４ｍ四方の涅槃画像や

木造の十六羅漢像が所蔵され

ている。 

 

15 明徳寺 

  光明念佛身語聖宗 

 佐賀市巨勢町東西３７１ 

 モラージュ佐賀東約１．７

㎞、本尊は弘法大師。敷地内に

は不動明王像や多数の石仏が

見られる。  

38 黄梅山 岩松軒寺 

  曹洞宗 

 佐賀市木原１－１２－１０ 

 北川副小学校北西約６００

ｍ、龍造寺長信の開基、慶誾時

三世文応和尚を招いて開山。本

尊は聖観世音菩薩。境内に市の

重要文化財石造十六羅漢、石造

釈迦三尊像がある。軒号は佐賀

領域では当時のみ。 

 

37 護国長尾山 福満寺 

  真言宗御室派 

 佐賀市北川副町江上３４５ 

北川副小学校北東約３００

ｍ、９世紀初め天台宗開祖伝教

大師（最澄）入唐時に発願した

寺とされる。後に真言宗に属

す。県重要文化財「紙本著色福

満寺古図」、市重要文化財「長

尾山年譜」を保管。 

 

39 慈雲山 大応寺 

  臨済宗南禅寺派 

 佐賀市北川副町新郷７５１ 

城南中学校南西約２００ｍ、

約７００年前北条時頼の開基。

時頼肥前入国時有明海で海難、

海底より 8 個の石を掬い八大

（八田）龍王として祀ったこと

が起源。現在も当寺の観音堂に

祀ってある。 

 

14 興国山 長安寺 

  曹洞宗 

 佐賀市北川副町光法３４７ 

 諸富北小学校北西約 1.2㎞、

１６５８年、鍋島藩二代藩主光

茂（勝茂の孫）が勝茂と徳川家

康の養女菊姫との嫡子の父忠

直を弔うため建立。小児のホヤ

ケマジナイには特に不思議な

奇効があるとの伝承。 

 

23 隣江山 宝光院 

  天台宗 

 佐賀市諸富町大堂１３６３ 

諸富北小学校南西約３００

ｍ、創建は１５５４年、開基は

龍造寺隆信の叔父純家。隆信よ

り寺領３００石を受ける。天台

宗伝教大師、真言宗弘法大師の

合筆の１０００年ほど前の不

動尊がある。 

 



佐賀市南東部（地図番号 黄色右側） 

 
35 真光山 正善院 

  真言宗御室派 

 佐賀市川副町福富９０－１ 

 佐賀東高校南西約８００ｍ、

元川上実相院の末寺。１４４０

年頃の創建。本尊は聖観世音菩

薩。山号の扁額は山岡鉄舟の筆、

同人による書一幅もある。 

 

34 普光山 妙福寺 

  真言宗御室派 

 佐賀市川副町福富 193-11 

佐賀東高校南西約１㎞、寛永

年間（１６３０年頃）の創設。

本尊の観世音菩薩は秦から渡来

の徐福が伝えたと、また、当寺

は行基が創建したとの伝説があ

る。 

32 究竟山 大乗寺跡 

    浄土宗 

 佐賀市川副町南里 1946 

佐賀県立農業大学校東約４０

０ｍ、１５１０年頃の創建とさ

れ、開基は伝蓮社曜誉とされる。

境内には六地蔵塔や弘法大師、

不動明王などの像がある。 

 

16 寶珠山 圓光院 

  真言宗御室派 

 佐賀市諸富町山領１０８８ 

佐賀東高校南東約１．２㎞、 

本尊は聖観音菩薩。過去帳では

１６２７年の創建とされ、境内

には元禄年間の六地蔵がある。

近年、本堂庫裏ともに火災で焼

失。 

 

33 醫王山 東光寺 

  臨済宗東福寺派 

 佐賀市川副町福富６８５ 

早津江病院北６００ｍ、創建

は１３６０年、天龍固山による

開基。行基作と伝わる川副七仏

薬師の一体を祀る薬師堂が始ま

り。鍋島勝茂による堂宇建修を

はじめ国主からの多くの寄進を

受けた。 

 

36 宝寿山 龍泉寺 

  曹洞宗 

 佐賀市川副町福富 811-1 

 早津江病院北約４００ｍ、開

基は松堂守拙和尚とされる。境

内に四国八十八か所霊場の石碑

があり、参道両側に３０体ずつ

の石仏、その外側にはカイヅカ

が並び立ち、壮観である。 

 
24 南嶽山 慈眼寺 

  曹洞宗 

 佐賀市川副町南里１６７ 

 早津江病院西３００ｍ、１６

５８年の創建。１５０年程前に

佐賀藩の曹洞宗１２ケ寺の一つ

で「葉隠」の山本常朝の墓があ

る龍雲寺の瑞国祥隣大和尚が実

質的に開山したとされる。 

 

30 大悲山 西福寺 

臨済宗南禅寺派 

 佐賀市川副町西古賀４９７ 

西川副小学校東約４００ｍ、

元禄年間の創建、開基は鳳林。

本堂右手に鳳林大和尚禅師の木

像が鎮座、祭壇左前の涅槃の置

物絵も素晴らしい。納骨堂前に

古賀精里の墓がある。 

 



佐賀市南東部（地図番号 黄色右側） 

 

31 明宝山 東泉寺 

  臨済宗東福寺派 

 佐賀市川副町西古賀７６ 

 早津江病院南西約６００ｍ、

創建年代は不詳、固山一鞏和尚

による開山とされる。中興の梅

叔の代に鍋島家の命により薬師

如来を奉じて再建。寺宝として

大般若経６００巻が伝わる。 

 

25 鹿祥山 威徳寺 

  臨済宗南禅寺派 

 佐賀市川副町鹿江７８４ 

西川副小学校南西約８００

ｍ、１４７０年頃の創建。本尊

は延命地蔵大菩薩、龍造寺隆信

の佐賀城奪還の際の旗揚げとな

った寺。隆信画像や出陣時の太

鼓などが寺宝として保管されて

いる。 

 

29 光明山 圓照寺 

 臨済宗南禅寺派 

 佐賀市川副町鹿江５２３ 

 佐賀市川副支所北側約１㎞、

龍造寺隆信の遠縁の当地の豪族

鹿江遠江守兼明が１５３０年

に、水ケ江龍造寺家兼の弟天享

和尚を請して開山。その後、１

２か寺の末寺が建てられたと言

われる。 

 

27 金剛山 安龍寺 

  真言宗御室派 

 佐賀市諸富町為重１５８６ 

 諸富南小学校南寺井津バイパ

ス南約３００ｍ、創建は８世紀

中頃の天平年間とされ、開基は

行基菩薩。１５８４年、龍造寺

隆信が軍を休めたとの記録もあ

る。本堂に鍋島勝茂の病気平癒

の絵馬が奉納。 

 

28 不二山 多聞院 

  真言宗御室派 

 佐賀市諸富町為重８７３ 

諸富南小学校南約５００ｍ、

奈良時代の創建との伝承。行基

菩薩の開基で鍋島藩主の祈願所

であった。本尊は秘仏の毘沙門

天像、境内には室町時代の作と

される一石五輪塔（市重要文化

財）がある。 

 

   

 



三日月､久保田､牛津方面（地図番号 黄色左側） 

 

78 雲龍山 妙観院  

天台宗 

小城市三日月町金田 1095-3 

国道 34 号線三日月｢五条｣

を南へ山領から東に入る。

寛永 9 年(1632)より当地に

あり､本尊の聖観世音菩薩

は､12 年に一度申年四月の

第一日曜､施餓鬼の時開帳

される｡本堂右側の壁に中

林悟竹による｢金剛倫堂｣と

書かれた額がある。 

 

79 長栄寺  

曹洞宗 

小城市三日月町金田 112 

国道 34 号線嘉瀬橋を過ぎ､

最初の信号を南へ６００ｍ

入る｡明治期の書家中林悟

竹の墓所があり､本堂左前

に｢書聖中林悟竹翁之墓｣の

案内石碑がある｡北西約 1

㎞のところに悟竹が建立し

た｢悟竹観音堂｣がある 

 

69 福寧山 壽昌寺  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市久保田町徳万 134-1 

国道 207 号線｢徳万｣交差点

手前を北に入り､佐賀西部

広域水道南側にある｡長い

参道両脇は､山門に向かっ

て選定されたツツジが見事

である｡1,500 年頃の開山と

古いが､廃仏毀釈で滅せん

とする時､4 代前 19 世階セ

ン和尚が再建する｡ 

 

68 長福山 宝琳寺  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市久保田町新田 343-2 

国道 207 号線嘉瀬橋右岸

500m､大きな山門と大松が

出迎える｡治水工事の為訪

れた行基が川上から流れて

来た仏像を祀って始まり､

1400 年代臨済宗寺院とし

て開山。修行道場だった｡ 

昭和 30 年嘉瀬川改修で現

在地に移転。本堂に移転前

の絵があり往時を偲ばれる 

 
65 補陀山 圓光院  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市久保田町徳万 923 

国道 207 号線｢徳万｣交差点

より南へ､有明沿岸道路久

保田 IC 手前３００ｍより

東に入る。正面入り口は瓦

屋根付き板塀で､奥には真

新しい本堂がある｡創建は

不明｡三間山円通寺の末寺

である。 

 
51 臨江山 宝昌寺  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市久保田町徳万 866 

国道 207 号線｢徳万｣交差点

より南へ､有明沿岸道路久

保田 IC 手前の道沿いにあ

り､参道両脇にはきれいに

選定された木々が続き､美

しい境内風景である｡ 

500 年以上創建以来この地

にあり､現本堂は昭和 4 年再

建したものである｡ 

 
70 満岳山 龍願寺  

曹洞宗 

佐賀市久保田町久冨 2838 

国道 207 号線｢久保田宿｣交

差点より､南へ 400m 程行

った交差点角にある｡本堂

は最近新築されている｡久

保田町史に元亀元年(1570)

満岳武蔵守藤原宗久は､父

の遺志を継ぎ､後藤貴明（武

雄塚崎城主）の草庵を改装

して創建｡山門横には六地

蔵が立っている｡ 

 
72 長寿山 保福寺  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市久保田町久保田 407 

国道 207 号線久保田焼き鳥

店より南へ 600m にある。

本堂は昭和52年1月竣工の

公民館造りの建物である｡

町 史 に よ れ ば 天 正 年 間

（1973~92）龍造寺隆信が

開基と言われ､当時は十三

軒寺とも言われた｡現在興

福寺(久保田町福所)住職が

兼務している。 

 
 



三日月､久保田､牛津方面（地図番号 黄色左側） 

 
77 楽音山 明春寺  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市久保田町久保田 150-

ｰ 2-ｰ 1 

国道 207 号線｢久保田宿｣か

ら西に 300m で小道を北に

入る｡広い駐車場と案内板

の先に山門､本堂右軒下に

文政二年十月十八日刻印の

古い梵鐘､当初楽音寺で天

台宗より転派､戦国時代に

千葉明春氏の菩提を弔う為

明春寺と改称した｡ 

 

76 恵日山 永福寺  

臨済宗南禅寺派  

佐賀市久保田町久保田 26 

国道 207 号線｢久保田宿｣か

ら西へ 400m 行くと見え

る｡本堂は公民館造りの新

しい建物。本堂右側に 76 番

札所掲示｡久保田町史には

開山大興和尚。寺院明細帳

に文明15年(1483)小城円通

寺の末寺として第四世覚海

和尚が設立に寄与したとあ

る。明治初期勝前寺を合併

した。 

 
74 聴松山 平安寺  

臨済宗東福寺派 

小城市牛津町 156 

国道 207 号線から牛津天満

町交差点を南へ 400m 行く

と西にある。長い参道から

山門を入ると､一対の六地

蔵塔、本堂前左側に札所 74

番を掲げた 4 体の地蔵を祀

ったお堂がある。約 400 年

前創建。二度の火災にあい

昭和 12～14 年再建。 

 
75 大雄山 報恩寺  

臨済宗東福寺派 

小城市芦刈町浜枝川浜中

377 

国道 207 号線から牛津天満

町県道 43 号線交差点で南

900m 。芦刈小道より西

400m に案内板あり。千葉

一族の徳島氏が鎌倉から江

戸初期の居城跡の北側にあ

る。参道通り門柱過ぎて、

小さな六地蔵が､本堂左に

地蔵堂がある。 

 
71 松寿山 桂秀院  

曹洞宗 

佐賀市久保田町久保田 779 

国道 207 号線徳万交差点を

南へ､県道 44 号を進み思斉

館 小 中 学 校 入 口 を 西 へ

1600m。門柱～山門～本堂

入口は他の寺と異なり､カ

ラフルな塗装で本堂も実用

的な建築となっている｡山

門前には六地蔵塔､三界万

霊塔､千手観音像､子安観音

像､石像、石碑多数 

 

40 地蔵堂 

小城市芦刈町永田 308 裏 

有明沿岸道路の芦刈 IC 出

て､国道 444 号線を福富方

面へ約 1 ㎞進むと､整骨院

裏の公園脇にある｡お堂は

近年立て替えられ､大師堂

には生花が飾られ､管理が

行き届いている｡資料には

所在地特定不祥となってい

たが､芦刈在住の郷土史家

の岡本澄雄先生より､教え

てもらい 40 番札所板も確

認できた｡ 

 

73 地蔵堂 

佐賀市久保田町久保田 

下新ケ江 73 

国道 207 号線久保田焼き鳥

店より南へ進み､有明沿岸

道路を潜って 300m ほどの 

東にある。きちんと管理さ

れたお堂があり、弘法大師

像を含め数体の地蔵様が安

置されていて 73 番札も確

認できた。（地域の人の連絡

により確認できた） 

 

 

 



鍋島､嘉瀬､八戸方面（地図番号 赤色） 

 

59 江頭山 長寿庵 

  臨済宗南禅寺派 

佐賀市鍋島八戸溝 1653 

国道 34 号線｢森田｣交差点

を南へ 500m｡ JR 高架橋

脇にある。案内板に龍造寺

康家公の六男､上水上山万

寿寺の 9 世刺賜天享宗儀大

和尚禅師が開山。山門過ぎ

ると南北に 1.5～2.1m の六

地蔵塔立っている｡境内に

は観音像や石碑が多くあ

る。 

 

60 松林山 勝楽寺 

  真言宗御室派 

佐賀市鍋島町森田 

国道 34 号線｢森田｣交差点

を北へ「森田北」から西へ

200m に木々に囲まれて､住

宅地の一角にある｡門柱の

文字は読めない｡境内に 20

体以上の赤いエプロンを付

けた地蔵がある｡本堂内に

は鍋島家の家紋あり。鍋島

家の祈祷寺｡戦時に寺の竹

を旗竿に、武運を祈願した 

 

61 東光山 勝福寺 

  曹洞宗 

佐賀市鍋島町森田 3416 

 

国道 34 号線『嘉瀬大橋』

300m 手前から北へ 400m

行くとある。本堂正面右側

には 61 番札所が掲げてあ

る。境内には六地蔵塔と石

仏､石塔が並んでいる。 

寺の西側は嘉瀬川で周囲は

大豆畑と水田が広がってい

る｡ 

 

7 法雲山 栖龍院  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市鍋島町蛎久 1259 

国道２６３号線バイパス

｢大和工業団地｣交差点を西

へ｢蛍川橋｣を超え酒店前よ

り南へ 400m 行く｡本堂右

側に七番札所の大師堂があ

る｡開山は鮮渓和尚･天文 23

年（1552）蛎久天満宮社家､

右近刑部氏で菅原道真の後

喬･当院の東側｢尚賢保育

園｣は昭和 28 年住職が自主

的に創立した｡ 

 

58 祥雲山 廣福寺 

  曹洞宗 

佐賀市鍋島町八戸 3032 

国道 208 号線｢新栄小学校

前｣交差点ホテルマリトピ

アを見て西へ右折 700m｡ 

川を渡ると見える。寛永 2

年（1625）現在地より北 JR

鍋島駅近く傳國宗的禅師が

開山｡昭和 48 年現在地に移

転｡山門入ると左手に観音

菩薩､右手に大師堂がある。

参道両脇に墓所､石像、石碑

が並んでいる。 

 

63 献珠山 海壖寺 

曹洞宗 

佐賀市嘉瀬町中原 1604 

国道 207 号線｢嘉瀬元町｣交

差点から南へ 1 ㎞にあり､

寺歴は 400 年を超えてい

る。山門入ると右手に 63 番

札所の大師堂がある｡ここ

中原地区は豪族蒲原一族の

所領地で、当時の開基も一

族が行っている。寺号から

昔は有明海に臨む地､海岸

近くで栄えた土地柄。境内

には多くの地蔵がある｡ 

 

66 東陽山 松林寺 

  曹洞宗 

佐賀市嘉瀬町中原 636 

国道 207 号線｢扇町｣交差点

を南へ好生館南側に､広い

駐車場の奥に平成 6 年に新

築なった本堂・庫裡が見え

る。山門両側は屋根付き塀

で囲まれ､山門屋根には口

に紅さした狛犬は珍しい｡

中に入ると本堂前は石庭仕

立てで､すっきりしている。

寺の周囲は広大な田園景。 

 

1 寳樹山 徳善院 

真言宗御室派 

佐賀市嘉瀬町中原 140 

国道 207 号線「高橋」から

本庄江川下流沿い 700m の

西側｡鳥居から山門の間四

国八十八ケ所霊場の石仏が

列をなし､六地蔵が迎える。

15 世紀初めに鍋島経直開

山。その後英彦山より分霊

を勧請し祈願寺として繁栄

した。近くの渡し場跡には 

灯籠が残っている｡ 

 



鍋島､嘉瀬､八戸方面（地図番号 赤色） 

 

62 幻流山 冨泉院 

  臨済宗南禅寺派 

佐賀市嘉瀬町荻野 2477 

国道 34 号線｢森田｣交差点を南

へ流通センター交差点を西へ

1 ㎞進む。1515 年菅原道真の

従弟の流れで､前山美濃守菅原

利郷が創建。250 年前に描かれ

た大涅槃図があり､今でも色鮮

やかな輝きを放つ。大般若経典

が大村市で､戦国時代に作成さ

れた貴重な資料と判明。展示会

も大村市で開催された。 

 

64 臨江山 瑞光寺 

  臨済宗南禅寺派 

佐賀市嘉瀬町中原 2102 

国道 207 号線｢嘉瀬元町｣よ

り北へ 200m で田園に囲ま

れた所にある。創建は 250

年まえに近郷 2 寺と合併統

合されている。現在大師像

は本堂の本尊像の隣に祀っ

てある。嘉瀬町史によると

平成 15 年に嘉瀬地区での

遍路行事は終わりとなっ

た。寺の周囲は田園風景が

広がっている。 

 
67 護国山 東光寺 

  曹洞宗 

佐賀市嘉瀬町中原 1621 

国道 207 号線｢嘉瀬元町｣交差

点を南へ､有明沿岸道路入口手

前より東へ入る｡戦後の火災に

より資料は消失し寺歴は不明｡

創建当時から鍋島家ゆかりの

寺で､寛永 9 年（1633）の創建｡

開基は鍋島直茂｡開山は金峰鶴

大和尚｡弘法大師像は本堂の本

尊横に祀ってある。 

 

2 普門山 苗運寺 

曹洞宗 

佐賀市嘉瀬町扇町 2389 

207 号線｢高橋｣交差点過ぎ

西へ 300m で北側にある｡

元々鍋島町にあったが元禄

年間（1866~1703）嘉瀬町

に移転した。山門を入ると

右側に新しい 2 番札所の大

師堂｡さらに｢佐賀錦発生の

地｣段通碑があり､江戸時代

｢扇町紋せん｣を酒井清右衛

門が始めた歴史記述がある 

 
5 祝融山 天福院 

  曹洞宗 

佐賀市新栄西 1-―６－８ 

国道 208 号線｢八戸｣交差点を

北へ 300m 進み､西側住宅街を

300m 進む｡元和元年（1615）

開山｡1917 年鉄肝和尚が老貧

者を救う養老院を九州で初め

て創設。本堂南側には鍋島光茂

に保護寺昇格を直訴するも､叶

わず斬首された｢円蔵院｣住職

村了和尚の墓碑と石像がある。 

 

4 慶聚山 龍雲寺 

曹洞宗 

佐賀市八戸一丁目 6-―35 

国道 207 号線｢八戸｣交差点

過ぎ路地を北に長崎街道に

ある。山門を過ぎると両側

には羅鑑像が並んでいる。

本寺は鍋島藩の曹洞宗 12

か寺の一つの名刹で､葉隠

れの語り手であった｢山本

常朝｣と一族の墓がある。室

町の豪族於保氏の居城跡で

周囲は堀が囲っている 

 

3 補陀山 普門寺 

曹洞宗 

佐賀市下田町 4--20 

国道 207 号線｢八戸｣交差点よ

り西へ 50ｍで左側にある｡山

門通ると本堂左に 3 番札所の

大師堂がある。番号は石柱に刻

印｡寛文年間 17 世紀末代に天

祐寺（佐賀市多布施）の第 20

世が隠居寺として開基。鍋島家

の祈願寺として栄えた｡ 

現在は龍雲寺(佐賀市八戸)住

職が兼務している。 

 

6 金峰山 石水寺 

  曹洞宗 

佐賀市八戸溝 2--4－24 

国道 207 号線｢八戸溝｣交差

点より東へ 300m に案内板

がある｡山門過ぎて左に地

蔵堂､右側に大きな観音像。

六番札は本堂右側に掲示あ

り｡当時川上村豪族松本氏

が､寄進され開基されたと

言う｡ 

 



大和､川上方面(地図番号 緑色上側) 

 

85 仁王山 光澤寺  

臨済宗東福寺派 

佐賀市大和町久池井 1727 

国道 263 号線大和町｢肥前国

府庁前｣交差点を右折し､レス

トラン文雅を北へ二つ目の道

を東に 1km で着く。入口から

桜並木が続き春は美しいとい

う。山門は｢聖国師 700 年記

念｣で 1979 年改修された｡ 

境内には地蔵堂の他多くの石

像が並んでいる。 

 
9 太陽山 玉林寺 

曹洞宗 

佐賀市大和町久池井 3257 

国道 263 号線バイパス川上

方面高速大和 IC を過ぎ｢惣

座｣を東へ 100m｡路地を北

へ 200m にある｡紫衣の道

場で高僧の修業場であっ

た。山門前右に石造りの多

聞天、左に持国天が立って

いる。本堂は平成 23 年に大

改修。二基の六地蔵塔があ

る。 

 
17 文殊院  

真言宗御室派 

佐賀市大和町梅野 

 

国道 263 号線川上の｢龍登園｣

を過ぎると参道口の古い鳥居

がある。少し上った参道脇に

大師堂と本堂があり､無住で

荒れている｡神社の乙とは優

れた知恵を意味し全国でも数

少ない神社である。 

受験生の願掛けとしての参拝

所でもある。 

 
88 河上山神通密寺 

實相院  

真言宗御室派 

佐賀市大和町川上 947 

国道 263 号線川上峡の官人

橋を西へ渡り左折､興止日

女神社前の大きな仁王門を

入って参道を上ると壮大な

石垣、勅使門が格式高さを

窺わせる｡７１２年行基が

開基｡誇大な境内には此処

だけで８８巡りができる場

所がある｡又春にはお経会

が９００年以上伝承されて

いる｡ 

 

81 池上山 地福寺   

臨済宗南禅寺派 

佐賀市大和町池上 2075 

佐賀医大北西､嘉瀬川右岸で池

森橋を渡り 1 ㎞行った所｡1600

年代初期の建立。佐嘉城下の豪

商中本家が建立の記録あるも

定かでない。過去 3 回嘉瀬川の

洪水で水没した歴史もある。山

門両脇の仁王像は迫力あり。六

地蔵塔は台座が四角で各面 1

体､2 体交互の作りで珍しい。 

 

82 萬松山 實相寺  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市大和町池上 730 

国道 34 号線「森田」より北

へ 1 ㎞嘉瀬川を渡り､池上

集落にある。1550 年以前に

開山。参道両側には墓が並

び門柱を入ると左側に 82

番札を掲げた大師堂があ

る。本堂前に一対の石灯籠

があり､落ち着きのある境

内である。 

 

12 心宝山 正勝寺  

黄檗宗 

佐賀市大和町久留間 5075 

県道 48 号線｢山王北｣を北へ

高速道路下を抜け今山チュ―

リップ園東側を北へ 1800m

行く。元亀元年(1570)今山の

戦いで鍋島直茂ら大友陣屋に

奇襲をかけ、成松信勝は総大

将大友親貞を打ち取る。後に

小城藩主鍋島元茂は今山古戦

場跡に創建した。 

 

87 河上山 明王院  

真言宗御室派 

佐賀市大和町川上 850-1 

国道 263 号線川上峡の官人

橋を西へ渡り､左折し南へ

200m 行き､興止日女神社前

の実相院横から､両側に六

地蔵塔のある山門を入ると

右手に本堂がある｡入口に

一対の石灯籠、右に 3m は

ある不動明王立像｡左には

1m くらいの菩薩像あり。平

成 7 年本堂と墓所を入れ替

え新築された｡ 

 



大和､川上方面(地図番号 緑色上側) 

 

86 水上山 万寿寺  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市大和町川上 1109 

国道 263 号川上狭官人橋を

渡り､212号線を南へゴルフ

場案内口を入り 800m 道な

りに､ゴルフ場入口をみて､

右側へ山道を 500m で着く 

階段上ると正面は本堂｡鍋

島家の祈願寺として格式あ

る寺で､末寺 83 の地域の本

寺であった｡ 

通称お不動さん 

 
84 真手山 健福寺  

真言宗御室派 

佐賀市大和町川上 3881 

県道 48 号線｢川上小北｣を

北へ高速をくぐり 800m 大

願寺部落を通り山に向かう

と佐賀平野が一望できる高

台にある。境内に戦前国宝

指定の銅鐘がある（現在重

要文化財）大友軍による戦

火消失､大洪水被害の歴史

が有る。 

 
80 瑠璃光山 好昌院  

臨済宗南禅寺派 

佐賀市大和町東山田 3944 

県道 48 号線大和中学校前

より南へ 300m にある。創

建は不明だが江戸初期との

事。寺域・本堂の規模は大

きく､整然とした趣で門前

には広大な水田が広がって

いる。嘉瀬川の氾濫で過去 2

回の被害あり。六地蔵塔は

門柱横にある。地域住民と

の座禅会､写経会も開催さ

れている｡ 

 
8 定慧山 智徳寺  

臨済宗東福寺派 

佐賀市大和町尼寺 3416 

国道 263 号線バイパスを川

上方面へ､大和イオン前に

ある。寺の創建は鎌倉後期

と思われ､東福寺の末寺で

ある｡山門入って左側に愛

宕堂と呼ばれる祠があり､

中には愛宕様と呼ばれる勝

軍地蔵が祀られ､合格必勝

祈願者も多いと言う｡ 

 

10 補陀落山 長谷寺  

臨済宗東福寺派 

佐賀市大和町尼寺 1462 

国道 263 号線｢尼寺北｣を東

へ 150m にある。門柱を過

ぎると左側に､真新しい大

師堂がある。 

境内には佐賀藩神代家の家

臣で脱藩して討幕の計画を

した罪で死罪となった国学

漢学者・横尾紫洋の墓があ

る。また、墓は永明寺（芦刈

町)の両方にある。 

 

11 国分寺跡  

仏教礼拝所 

佐賀市大和町尼寺 968 

国道 263 号線｢尼寺上町｣よ

り東へ国分寺北を過ぎ 80m

にある。現在は廃寺で奈良

時代､国毎置かれた官位の

寺であった。南北朝時代か

ら室町時代に衰退したと､

寛政 4 年の絵図には当時の

様子が描かれていた。道を

挟んで反対側に大きな石碑

が当時の遺跡かも。近くに

国分尼寺跡もある。 

 
83 仏乗寺 

  (真言宗) 

佐賀市大和町久留間今山 

現在は廃寺となっている

が､今山地区にあったとの

情報を基に聞き込み。古老

より､聖光寺(浄土宗)の西隣

に昭和中頃まで真言宗の寺

として実在｡現在は大師堂

が残っていて､佐賀新四国

第 8 番札が掲げてあった。

12番札所正勝寺の近くに立

地している。 

 

 

 

 



あとがき 

 
佐賀新四国八十八ケ所のお寺の訪問を､8 月の暑い日から一日に 6～8 か寺を

目標に、月に 3 回から 4 回にわたり､11 月末まで 4 カ月間行いました。 
A,B の 2 チームに分かれて､訪問の計画をしたものの、全部訪問できるか心配も 
ありましたが、メンバーの行動力と熱意で終えることが出来ました。 
その中で一番知りたかったのは､この佐賀の地で 88 か寺の霊場が、宗派関係

なく､誰によって､いつ頃出来たかだったが・・・・ 
各お寺様でも明確なことは不明だった。しかし遠い四国まで行くのは大変だか

ら､地域に作ったほうが､誰でも身近にお参り出来るからとの考えが殆どでした。 
 
 今回訪問したお寺様では歴史の話や貴重な資料等見せて頂き、歴史の深さを

知りました。 
今回できた資料が地域の人々への広報になれば幸いです。 
最後に各お寺様にはお忙しい中対応頂き改めてお礼申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
｛メンバー｝ 
 A チーム：岡田一義、青木繁美、貞富敏恵、松江美恵子 

B チーム：亀井正彦、彌冨邦彦、古館勇雄、大川内栄子、古賀博子 
 
｛参考文献、資料｝ 
・佐賀百寺巡拝（佐賀県寺院名鑑発行所） 
・古寺巡礼辞典（東京堂出版 中尾尭編） 
・お寺巡りの友（インターネット） 
・各市町史 

 
 

ゆめさが大学佐賀校 10 期 1 組   
霊場探訪チーム 
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